
～平成28年度交付決定額： 5,504 千円 平成29年度申請額： 1,054 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 33 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

一般市民の三保松原に対する関心、意識が向上するとともに、保全活用活動に関わる市民が三保松原について既往
の興味の分野以外にもバランスよく知識を習得することで、地域の活性化が期待できる。

地方公共団体
担当部局課

静岡市観光交流文化局文化財課

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

静岡市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る調整は、観光交流文化局文化財課が行う。
補助事業は次の団体が実施する。
羽衣ルネッサンス協議会（会長：宮城島史人）
構成団体（NPO法人 羽衣村、NPO海辺を考える「しおさい21」）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

三保松原管理に関する推進組織及びサポート体制の構築

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

三保松原では名勝区域内に民有地も含んでおり、風致景観の基となる松林を育むには、官民の協働作業が不可欠で
ある。三保松原管理基本計画を踏まえ、静岡市と県、関係機関、地域の人々が連携して松林保全活動を展開する組
織づくりの仕組みの構築のために、下記の取り組みを実施する。

世界文化遺産活性化

平成 29 年度 ～

事業概要：
ガイダンス施設建設事業、野外観察施設建設事業、三保松原保全活動支援事業、三保市有林維持
管理委託事業、三保松原保全対策事業、三保松原保全再生化事業
（自主財源、文化庁「歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業」）

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



人人 人

年度 平成 34 年度

人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33

具体的な指標１： （仮称）三保松原ビジターセンターへの来館者数 関連事業: ①②

年度 20万 人目標値１： 平成

設定根拠１：
平成28年度は三保松原ガイダンスブース「みほナビ」への来館者数（見込み）
平成31年度の目標値は平成30年3月開館予定の（仮称）三保松原ビジターセンターへの来館者数
目標

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

28 年度 9万 人 ⇒ 平成 31

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

様式１－１別紙①



33 年度 平成 34 年度

名 名

31 年度 平成 32 年度 平成

名

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

名 名 名

人 人 人

名

人 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 33 年度 40団体

評価指標区分：
・地域の文化遺産イベント等（本事業の取組を除く）における
ソーシャルキャピタル数（協賛企業・団体、賛同者等）

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
三保松原一斉清掃、植樹イベント、保全研修への参加団体数（目標値には団体数を掲げるが、個
人参加者の増加も目標とする）

名 ⇒目標値： 平成 28 年度 25団体

年度 40

～ 平成 29 年度

事業概要：
三保松原について学んだことの無い一般市民を対象にシンポジウムを開催することで、三保松原
には文化・科学双方で様々な研究テーマが豊富にあることをアピールし、第一線の研究者の生の
声からその興味深さを感じてもらう。

事業②：
羽衣ルネッサンス事業3・三保松原（構成資産）
を後世に伝えていくための世界遺産活性化事業

実施団体： 羽衣ルネッサンス協議会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

具体的な指標：
後年度、三保松原学講座修了者全員が、民間の松原保全、観光ガイド、伝統芸能などの活動や市
主催の研修に、積極的に参加する。

目標値： 平成 28 年度 10

～ 平成 29 年度

事業概要：
三保松原について、松原保全、歴史、信仰、芸術など様々な側面の基本的な部分を体系的に理解
し、それを説明したり芸術作品で表現することで後世に伝えることができる、ヘリテージマネー
ジャーを育成する。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 29 年度

人人 ⇒ 平成 33

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①：
羽衣ルネッサンス事業3・三保松原（構成資産）
を後世に伝えていくための世界遺産活性化事業

実施団体： 羽衣ルネッサンス協議会

評価指標区分： ・ヘリテージマネージャー育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）

様式１－１別紙②


